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３要旨

 乾乳期の飼養管理が分娩後の周産期病発症に大きく影響することが指摘されている。 
 特に、飼料摂取量の減少に伴う栄養摂取不足が代謝障害を引き起こしているとされる。 
 そこで、飼料摂取量と関連のある体重に着目し、本場繋養の乾乳牛や初産牛の分娩前の体重の
変化と分娩後の疾病との関連を検討した。

（１）  分娩前の体重の推移において、調査牛５７頭のうち約８割の個体（増加群）が直線的に増加し、２
割の個体（減少群）が分娩１ヶ月前に減少または停滞する傾向を示した。

（２）  減少群で起立不能、食滞、乳房炎等の発症が12頭中 7頭にみられ、分娩間隔の長引く傾向が６頭
に認められた。

（３）  減少群のうちの経産牛は、全頭８～10月の分娩であったことから、夏期高温時の乾乳期飼養管理
が重要と思われた。

（４）  分娩前の胸囲の推移も体重と似かよった動きを示し、減少群の胸囲比は分娩１ヶ月前に低下し
た。

 以上のことから、分娩前に体重あるいは胸囲の減少または停滞する個体は、分娩後に周産期病等
の発症の可能性の高いことが推察された。
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